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134 杉浦 ─ 脳の自己 3層モデルと加齢・災害人間脳科学
の面白さ予測と，収入予測とそれぞれ脳活動が相関す
る脳領域を探しました．その結果，いずれの価値表象
も，社会的価値の脳内スキーマとして知られる後部帯
状回に見つかりました．ただその領域は微妙に異なり，
それぞれ異なる記憶想起プロセスへの関与が知られて
いる領域でした．人が職業選択をする際に用いられる
社会的自己価値要素の多様性は，それを記憶から想起
するプロセスの多様性と結びつけて考えるのが良いよ
うです．
一方で身体運動制御をつかさどる運動-知覚の脳内
スキーマの話は明確で，あまり人間の心や行動の現代
的課題とは関係がないように見えます．しかし，そう
ではありません．一見複雑で高度に見える心と行動の
不思議の裏で，密かに運動-知覚の脳内スキーマが暗
躍していたりするのも，人間の脳の面白いところです．
例えば，誰もが迎える「死」について，それを恐怖に
思う人とそうでない人では何が違うのでしょうか．そ
の違いを反映する脳の働きを可視化するために，健常
高齢者を対象に自分の死について考えているときの脳
活動を計測し，アンケートで数値化した死に対する恐
怖の強さとの関係を調べてみました．すると，恐怖の
強い人は運動-知覚の脳内スキーマの一部である縁上
回という領域の活動が下がっていることがわかりまし
た．死への恐怖は，脳がそれをリアルな物理的世界の
出来事として認識することを妨げているのかもしれま
せん．
以上，あまりまとまったお話にはなりませんでした
が，人間脳科学が人間の心と行動の様々な不思議に，
メカニズム的な新しい見方を提供してくれる幅広い可
能性についてお伝えしたつもりです．そしてこのよう
な新しい見方が，様々な現代の社会的課題，例えば超
高齢社会や災害に対する備えなど，に新しい解決法を
もたらしてくれるものと信じています．そしてそれを
実現するのが，加齢医学研究所と災害科学国際研究所
にクロスアポイントメントという立場を頂戴した私の
使命であると認識しております．このような応用的取
り組みはいろいろな分野の先生方との協働抜きには不
可能です．これからのお力添え，ご指導ご鞭撻を，何
卒よろしくお願い申し上げます．
